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図 流域概要

No.
区間延長

(km)

流域面積

(km2)
1 2.9 3.37
2 3.25 6.82
3 3.55 6.75

河川名

二級河川 糸川
二級河川　初川

二級河川　熱海和田川

位置関係・流域面積・流路延長

糸川、初川、熱海和田川は、その源をそれ

ぞれ岩戸山（標高約730m）、鷹ノ巣山（標高

約670m）、玄岳（標高約800m）に発し、熱海

市街地を貫流して熱海港に注ぐ二級河川で

ある。流域は、伊豆半島の東側に位置する

熱海市の中央部に位置している。

地形分類図 表層地質図

出典：土地分類基本調査
（表層地質図）「静岡県」

地形・地質・河床勾配

流域の地形は、上流部は湯河原火山の侵食により形成された中起伏の火山地であり、下流域は扇状地性の低地

となっている。

流域の地質は、伊豆半島が海底火山群であった時代の地層を主体とし、伊豆半島誕生後の陸上火山時代の地層

が高標高部を覆い、中下流部の谷合は未固結の砕屑物や礫層に覆われている。

河道特性としては、河床勾配が中上流部では1/20以上、下流部においても1/50程度と急勾配であり、全区間が掘

込河道となっている。また、河口部は0.3ｋｍ地点付近まで感潮区間となっている。

図 年間総雨量（網代観測所）図 月別平均雨量図（網代観測所） 資料：気象庁

気候（気温・降水量）

流域の気候は、年平均気温が16℃（気象庁網代特別地域気象観測所昭和59年～平成25年）で、全国平均

の14.1℃に比べ温暖である。年間降水量は、平均降水量で1,972mm （気象庁網代特別地域気象観測所昭

和59年～平成25年）であり、全国平均の約1,700mmを上回る。

糸川、初川、
熱海和田川流域

網代特別地域
気象観測所



凡 例

：砂防堰堤

単位：砂防指定地

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：流域と河川の概要（２）

昭和51年

平成21年

資料：国土数値情報 図 流域における土地利用の変遷

土地利用

流域の土地利用は、主に上流に占める山地が約70～86％で

、宅地は13～22％である。昭和51年から平成21年にかけて、

宅地面積の割合は増加している。

図 流域土地利用割合

糸 川

初 川

熱海和田川

産 業

平成22年度の国勢調査による産業別就業者数が、第１次産業２％、第２次産業12％、第３次産業84％と

なっている。風光明媚な土地や温泉をはじめとする恵まれた地域資源を活かし、首都圏近郊のリゾート地

として年間約600万人が訪れる国内有数の温泉観光地であり、観光が主要な産業となっている。

資料：国勢調査（H２～H22)

図 熱海市 産業別就業数の変遷

※分類不能：
記入不備等で分類できないもの

人 口

• ３流域の人口は約17,900人である。

• 熱海市の人口は昭和40年の約

55,000人をピークに年々減少し、平

成22年の人口は３割減少の約40,000

人となっている。

• 65歳以上の高齢者の割合は38.6%と

なっている。

資料：国勢調査 (S40～H22)図 熱海市 年齢別人口の変遷

図 産業別就業数の割合（熱海市 H22）

歴史・文化

• 奈良時代に箱根権現の万巻上人が、泉脈を海中から現在の

大湯間歇泉の地へ移したのが熱海温泉の起源と伝えられている。

• 徳川家康が慶長２年と同９年の二度に渡り湯治に訪れ、寛文２年から

将軍御用の汲湯がはじまり、特に８代将軍吉宗の際には９年間で

3,643樽もの湯が熱海から江戸城に運ばれたとの記録があり、当時の

湯汲み道中の様子が湯前神社の例祭「献湯祭」で再現されている。

• 明治・大正時代には、熱海御用邸をはじめ、

数多くの著名人・文化人が別荘を所有し、

熱海は国内有数の別荘地となった。

• 昭和９年に丹那トンネルが開通すると熱海は

東海道本線の停車駅となり、以後観光都市と

して大きく発展した。

図 鉄道の発達と熱海の人口変化
出典：熱海＜十四訂版＞（熱海市教育委員会）

大湯間欠泉 出典：熱海市ＨＰ
砂防指定地

糸川上流、初川中・

上流、熱海和田川の全

川が砂防指定地に指

定されている。

図 砂防指定地

初川４号
（平成10年）

奥沢川
（平成10年）

熱海和田川
（平成６年）

出典：静岡県土砂災害被害資料
（平成２年～平成19年）

近年の土砂災害一覧

発生日
災害
種類

発生箇所
異常
気象

崩壊土量
（千ｍ3）

H6.9.18 土石流
熱海和田川

(熱海和田川)
豪雨 20 

H10.8.30 土石流
熱海和田川

(奥沢川)
豪雨 3 

H10.8.27 土石流
初川

(初川４号)
豪雨 10

初川・熱海和田川流域内では、
平成２年以降、豪雨による土石
流が３件発生している。人的被
害は無い。
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過去の主な洪水被害

糸川、初川、熱海和田川においては、これまでに豪雨や台風による風水害に見

舞われたという記録はない。

初川 現況流下能力図

熱海和田川 現況流下能力図

現況流下能力

年超過確率1/30規模の洪水に対して、概ね流下能力は確保されているが、部分

的に不足している箇所がある。

糸川 現況流下能力図

津波について（過去の津波被害）

津波被害に関しては、元禄16年（1703年）に発生した元禄地震により、沿岸部に高さ７mから29mの津波が到達し、住宅500戸のう

ち10戸程度しか残らなかったとの記録が残っている。また、大正13年（1923年）に発生した関東大地震では、６ｍから９ｍの津波によ

り、家屋162戸が流出し、死者・行方不明者92人との記録が残っている。

出典：熱海市資料・東北大学津波痕跡ＤＢ・
静岡県大正震災誌より

年代 地震・津波の名前 地震Ｍ 
津波高さ
（ｍ） 

地区 被害に関する記述 

1633 寛永小田原地震津波 7.0 
4～5 熱海 温泉が破壊し、耕地 25,000 ㎡が荒廃

3～4 綱代 
山崩れが発生 
耕地 2,900 ㎡、宅地 2,500 ㎡が荒廃 

1703 元禄地震津波 
8.1～
8.2 

7
熱海 

住宅 500 戸のうち 10 戸程度しか残ら
なかった 

29 今井半太夫自宅（標高 27m）が浸水（2m）

6 多賀 
海面より 10 丈も高い木に海藻がかか
った 

- 綱代 恵鏡院の壇信徒のみで 36 名死亡 

1854 安政東海地震津波 8.4 

6.2 熱海 - 

4～5 多賀 住家 20 戸流出 

2 綱代 人畜に死傷無し 

1923 関東大地震津波 7.9 

6～9 熱海 流出家屋 162 戸 

5～6 上多賀
流出家屋 10 戸 

5～6.5 下多賀

4～6 和田木

- 
3～5 綱代 

2 伊豆山

2 初島 

1960 チリ地震津波 9.5 干満の差2.7 綱代  

2011
東北地方太平洋沖 

地震津波 
（東日本大震災） 

9.0 1.48 熱海 - 

熱海市における津波痕跡高

第４次想定時における
大正型関東地震 最大浸水深図

0.0k

0.0k

0.0k

0.4k

0.5k

0.4k

0.0k

0.0k

0.0k

0.5k

0.5k

0.5k

第1工区
第2工区
第3工区
第4工区(整備中)

既設防潮堤
（T.P.+6.65m）

レベル１の津波による浸水区域 レベル２の津波による浸水区域

相模トラフ沿いの最大クラスの地震
最大浸水深図

津波について（最新の津波想定）

東日本大震災を踏まえた静岡県第４次地震被害想定（平成25年）では、二つのレ

ベルの津波が設定されており、糸川では「レベル１の津波」は河川内を約0.4km遡

上し、初川では約0.5km、そして熱海和田川では約0.4km遡上する。また、「レベル

２の津波」では、河川及び海岸堤防を越流し、熱海市の沿岸部で最大約19ha以上

が浸水すると想定されている。

熱海港における津波対策

津波・高潮対策として一部の海岸防潮堤は、

T.P.+6.65ｍで整備されているが、河口部は開口部と

なっている。

▼Ｔ.P.+6.65ｍ

初川

地域住民との合意形成への取り組み

熱海土木事務所と熱海市では、相模トラフ沿い

で発生する地震動と津波浸水想定を踏まえ、「津

波対策地区協議会」を開催している。

津波対策熱海地区協議会の様子
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和田川 臨港橋

和田川 赤宮橋

和田川 大石原橋
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アマゴ
環境省（ＮＴ：準絶滅危惧）
静岡県（Ｎ-Ⅱ：要注目種）ニホンウナギ：環境省（ＥＮ：絶滅危惧ⅠＢ類）

ユゴイ
静岡県（Ｎ-Ⅲ：要注目種）

No 目 科 種名

糸川 初川 熱海和田川
重要種
選定

A区間 B区間 C区間 A区間 B区間 C区間 A区間 B区間 C区間
① ②26年

秋
27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

26年
秋

27年
夏

1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ○ ○ ○ ○ EN
2

コイ目 コイ科

コイ ○

3 ギンブナ ○

4 アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○

5
サケ目

アユ科 アユ ○ ○ ○

6 サケ科 アマゴ ○ ○ ○ NT N‐Ⅱ
7

スズキ目

スズキ科 スズキ ○ ○

8 ユゴイ科 ユゴイ ○ N‐Ⅲ
9 クロサギ科 クロサギ ○

10 メジナ科 メジナ ○ ○

11 ボラ科 ボラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12

ハゼ科

ボウズハゼ ○ ○ ○ ○

13 ミミズハゼ属
の一種

○ ○ ○

14 スミウキゴリ ○ ○ ○ ○

15 マハゼ ○

16 シマヨシノボリ ○ ○ ○ ○

17 ルリヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○

18 ゴクラクハゼ ○ ○ ○ ○

19 ヌマチチブ ○ ○

4目 10科 19種 7種 8種 1種 1種 2種 2種 8種 7種 1種 1種 0種 1種 7種 10種 0種 0種 0種 0種 2種 2種

生息する動植物

魚類については、糸川のC区間ではアブラハヤ、ルリヨシノボリの生息が確認されている。A区間（感潮区間）では、ニホンウナギ（絶滅危惧

ⅠB類）を始め、アマゴ（要注目種）やユゴイ（要注目種）のほか、ボラ、マハゼ等の汽水・海水魚が確認されている。また、外来種は確認されて

いない。 植生については、ヒメツルソバやホウライシダなど河川の護岸壁によくみられる種が多く確認されたが、重要種は確認されていない。

注）重要種の選定基準は以下のとおり。
①「環境省レッドリスト」
②静岡県版レッドデータブック

水 質

水質については、類型指定は行われていな

いが、熱海市では環境基準河川Ｃ類型の達

成(生物化学的酸素要求量;BOD値５mg/ｌ)を

当面の目標としており、それぞれ３地点にて

、河川水質検査が行われており、近年の

BOD75％値は概ね１～３mg/lで推移し、比較

的良好な状況である。

下水道整備状況

生活排水対策としては、熱海市が下水道

整備に昭和26年１月から取り組んでおり、

３流域を含む熱海地区の下水道処理人口

普及率は、99.3％となっている。

図 下水道（汚水）整備状況
熱海市下水道事業のあらまし（熱海市下水道課）図 水質観測地点

図 水質（BOD)の経年変化 熱海市生活環境室提供

河川の利用

• 許可水利権は糸川、初川で１件ずつある。

• 慣行水利権は３水系ともない。

漁業権

河川を利用する漁業権は設定されていない。

表 糸川・初川の取水施設一覧

住民との関わり

糸川・初川・熱海和田川では沿川の町内会により清掃活動が行わ

れている。また、糸川では熱海ブーゲンビリアの会が、まちづくりの一

環としてブーゲンビリアの育成管理を行っている。川沿い約40カ所に

植樹し、花を咲かせている。

熱海新聞 平成27年5月12日付、6月23日付

河川 水利使用者 目的 取水量ｍ3/ｓ 備考

初川 熱海市 雑用水 0.025 梅園人工滝

糸川 大学 水力発電 0.025

熱海和田川の清掃活動 糸川沿いのブーゲンビリア

糸川
川床散策路の整備

河川空間の利用

河川空間の利用としては、地域住民や観光客が川に近づきやすい

よう河口付近に川床散策路が整備されているほか、川沿いに整備さ

れた遊歩道を活用した「糸川さくら祭り」が開催されるなど多くの観光

客で賑わっている。

また、熱海を代表する花の名所である熱海梅園内（明治19年開園）

には初川が流れており、河川空間の有効活用が図られている。

糸川
遊歩道沿いで開催される
「糸川桜まつり」

熱海市
観光協会

初川
熱海梅園

【現地調査で確認された重要種】



計画諸元

▽HWL

現況河床

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：治水計画（河道計画）の概要（１）

河川名 基準地点
基本高水の
ピーク流量

河道への
配分流量

糸川 来の宮橋 60 60

初川 梅園橋 85 85

熱海和田川 大石原橋 100 100

河川名 地点名
河口からの
距離（km）

計画高水位
（T.P.m)

川幅
(m)

摘要

糸川 来の宮橋 0.97 T.P.+62.50 5.83 基準地点

渚橋 0.02 T.P.+6.60※ 10.30

初川 梅園橋 1.60 T.P.+90.41 7.40 基準地点

瑞穂橋 0.00 T.P.+6.60※ 12.43

熱海和田川 大石原橋 1.20 T.P.+68.93 6.79 基準地点

臨港橋 0.00 T.P.+6.60※ 11.96

基本高水のピーク流量は、既往の洪水や河川の規模、流域内の資産・
人口等を踏まえ、県内の他河川とのバランスを考慮し、概ね30年に1回
発生すると想定される降雨による洪水を対象として、
（糸川）来宮橋基準地点において60m3/sとし、これを河道へ配分する。
（初川）基準地点梅園橋において85m3/sとし、これを河道へ配分する。
（熱海和田川）基準地点大石原橋において100m3/sとし、

これを河道へ配分する。

（糸川）
計画高水流量は、基準地点来
の宮橋において基本高水の
ピーク流量と同じ60m3/sとする。

基本高水のピーク流量等一覧表（単位：m3/s）

基準地点における計画高水位及び計画横断形に関わる
概ねの川幅は、次表のとおりとする。

静岡県における計画規模決定の指標

水系名 糸川水系 初川水系
熱海和田川

水系

計画規模
年超過確率

１/30

年超過確率

１/30

年超過確率

１/30

計画降雨

（時間雨量）
94.2mm 82.2mm 81.4mm

洪水到達

時間

来の宮橋

21分

梅園橋

29分

大石原橋

32分

計画

基準点

来の宮橋

地点

梅園橋

地点

大石原橋

地点

静岡県における計画規模決定の手順

評価指標 各指標の上限値 降雨規模1/30

基準重要度C級 1/30 1/50 1/100
糸川 初川

熱海
和田川

基準重要度D級 1/30 1/50

流域面積（km2） 50 600 600以上 3.37 6.82 6.75

氾濫区域面積（ha） 1,000 20,000 20,000以上 7.7 13.4 9.0

想氾
人口
（千人）

30 250 250以上 0.41 0.77 0.61

区域
資産
（億円）

300 30,000 30,000以上 117 75 227

計画規模 1/30 1/30 1/30

 河川津波対策に関しては、静岡県第４次地震被害想定に基づく「レ

ベル１の津波」を「計画津波」とし、「計画津波」に対して人命や

財産を守るため、地域特性を踏まえて行う海岸等における防御と一

体となって、津波災害を防御する。

 発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす

「最大クラスの津波」に対しては、施設対応を超過する事象として、

住民等の生命を守ることを最優先とし、関係自治体との連携により、

土地利用、避難施設、防災施設などを組み合わせた津波防災地域づ

くり等と一体となって減災を目指す。

 「計画津波」対策の実施にあたっては、地域特性を踏まえ、海岸利

用や景観に配慮するものとする。

※計画津波水位

（熱海和田川）
計画高水流量は、基準
地点大石原橋において
基本高水のピーク流量
と同じ100m3/sとする。

工事実施基本計画
策定済み

河川整備方針規模
＝工事実施基本計画規模

（計画規模踏襲）
※既往洪水対応河川は、
計画降雨を踏襲

工事実施基本計画策定後

○計画降雨量を超える降雨量無し

○または、計画規模を超える

降雨量無し

Yes

Yes

No

No

以下の４指標から算出される計
画規模のうちの最大規模を基本
とし、これに既往洪水規模※を
踏まえて計画規模を決定する。

（1）流域面積
（2）氾濫面積
（3）氾濫区域内人口
（4）氾濫区域内資産額

※工実策定済み河川は工実策
定後の最大洪水規模

洪水処理方式は、河道改修によるものとする。

■平面計画：河川沿いに家屋が密集しており、現況の法線形とし、拡幅は行わない。

■縦断計画：計画高水位は、地盤高から60cmを控除した高さを基本とする。現況の河床勾配で土砂の堆積が発生していないことから

計画河床勾配は現況河床勾配相当とする。

■横断計画：河川沿いに家屋が密集し拡幅が困難なことから、現況河道内での対応を基本とし、河岸の法勾配を五分として

掘削により河積を確保する。

糸川 代表断面図（案）
（0.45k）

初川 代表断面図（案）
（0.1k）

熱海和田川 代表断面図（案）
（0.4k）

30分雨量年最大値（網代観測所）

計画高水流量配分図

（初川）
計画高水流量は、基準
地点梅園橋において基
本高水のピーク流量と同
じ85m3/sとする。

5

▽HWL

現況河床

▽HWL

現況河床

河川の整備の基本となるべき事項

河道計画 津波対策

（1）基本高水並びにその河道への配分に関する事項

（2）主要な地点における計画高水流量に関する事項 （3）主要な地点における計画高水位及び

計画横断形に関わる川幅に関する事項

←70 ←60 ←120 ←85 ←120 ←100

凡 例
■ ：基準地点
● ：主要地点

単位：ｍ3/ｓ



糸川計画縦断図

下松田川

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：治水計画（河道計画）の概要（２）

渚橋
柳橋

糸川橋
桜橋

無名橋

新柳橋

御成橋

無名橋

無名橋

泉橋

翠橋

無名橋

観音橋

無名橋

上宿橋

無名橋

福道橋

宮西橋

来の宮橋

のざわ橋

立石橋

竹の沢一号橋

源橋

姫の尾橋

70m3/s 60m3/s 30m3/s 15m3/s

-10
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210
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250
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標
高

(T
.P

.m
)

追加距離(km)

地盤高 （左岸）

地盤高 （右岸）

計画高水位

計画河床高

現況河床高
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【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：治水計画（河道計画）の概要（３）

初川4号

初川5号

瑞穂橋

浪良橋

鶴田橋

旭橋

あゆみ橋

清水橋

無名橋 水口橋
無名橋

無名橋

社宮神橋

梅園橋

無名橋

無名橋

滝知山橋

初川橋

120m3/s 110m3/s 85m3/s 70m3/s 35m3/s
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地盤高 （右岸）

計画高水位

計画河床高

現況河床高

初川計画縦断図
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臨港橋

和田川橋

和田浜橋

無名橋

無名橋

都松橋

無名橋

和田橋

無名橋

染殿橋

戸倉橋

新戸倉橋

上和田橋

赤宮橋

小嵐橋

金山橋

大石原橋

無名橋

紅葉ヶ丘橋

戸田橋 枚口橋

日向橋

玄岳橋

土橋

奥山橋

120m3/s 110m3/s 100m3/s 95m3/s 30m3/s 25m3/s
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現況河床高

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：治水計画（河道計画）の概要（４）

和田川支川

熱海和田川計画縦断図
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 感潮区間、大規模な取水地点、主要な支川の流入地点や、河床勾配など、河川環境が大きく変化する地点

を変化点とし、各河川を３つの区間に区分した。

 ３つの区間の下流に位置するA区間は感潮区間であり、潮位の影響を受けるため検討対象外とした。

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：正常流量検討の概要(１)
低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量の検討項目を設定

正常流量の検討にあたっては、項目別必要流量の検討項目について検討することとなっている。各項目別必

要流量の検討の必要性について整理した。

下表により、糸川・初川・熱海和田川では、「動植物の生息地又は生育地の状況」及び「景観」を対象に項目

別必要流量を検討することとした。

9

項目別必要流量の検討項目

河川名 区分区間 区間区分の理由

糸川

A区間：河口～0.13km 感潮区間 平地部（周辺土地利用：市街地）

B区間：0.13km～1.6km
下松田川流入地点及、勾配変化点：河床勾配1/10～1/15程度

傾斜地（周辺土地利用：市街地）

C区間：1.60km～2.9km
勾配変化点：河床勾配1/10以上

傾斜地（周辺土地利用：山地）

初川

A区間：河口～0.10km 感潮区間 平地部（周辺土地利用：市街地）

B区間：0.10km～2.76km
左支川流入地点、勾配変化点：河床勾配1/15～1/20程度

傾斜地（周辺土地利用：市街地）

C区間：2.76km-4.05km
勾配変化点：河床勾配1/10以上

傾斜地（周辺土地利用：山地・宅地混在）

熱海
和田川

A区間：河口～0.10km 感潮区間 平地部（周辺土地利用：市街地）

B区間：0.10km～2.26km
左支川流入地点、勾配変化点：河床勾配1/10～1/15程度

傾斜地（周辺土地利用：市街地）

C区間：2.26km～3.55km
勾配変化点： 河床勾配1/10以上

傾斜地（周辺土地利用：山地・畑・宅地混在）

項目 糸川・初川・熱海和田川における河川の状況
検討
対象

動植物の生息地また
は生育地の状況

ほぼ全川がコンクリート区間で、かつ、河口から100mの感潮区間
上流では、勾配が1/20以上となるため、産卵場となる瀬は無く、こ
れまでも特に問題になっていない。但し、魚類の移動に着目し、移
動時の水深が確保されるかをチェックする。

○

景 観
河口付近の観光地は、感潮区間であり、流量減は景観に大きく影
響しない。但し、上流側で人と川との関わりの深い箇所において、
川幅と水面幅の関係をチェックする。

○

流水の清潔の保持
(水質)

当該河川流域は、下水道処理人口普及率が99.3％と非常に高く下水道
の整備は概ね完了している。また、当該河川には環境基準が設定されて
いないが、熱海市で測定されている結果では、BOD2mg/l程度と熱海市
の目標値である5mg/lを大幅に下回っている。以上のことから、現状で問
題となっていないため検討対象より除外する。

－

舟 運 舟運利用がないため、検討しない。 －

漁 業 漁業活動で生計をたてている住民はいないため、検討しない。 －

塩害の防止
感潮区間が100mと短く、且つ区間内に取水施設がないことから検
討しない。

－

河口閉塞の防止 河口閉塞による問題は生じていないため、検討しない。 －

河川管理施設の保護
沿川に水位の減少によって腐食する可能性のある重要な木製構
造物(護岸基礎や杭等)がないため、検討しない。

－

地下水位の維持 地下水の利用はないため検討しない。 －

1.6k

0.1k

2.8k

0.1k

0.1k

2.3k

A区間

B区間

C区間C区間

C区間

B区間

B区間

A区間

A区間

河川区分と代表地点 必要流量検討項目

河川区分図



動植物の生息・生育のために必要な水深・流速等を満足しうる流量を、期間別に設定した。

A区間については、感潮区間であり、潮位の影響によって必要水理条件が満たされ、魚類の生息に支障は生じ

ないと考えられることから検討対象外とした。

ニホンウナギについては、水産技術研究所富士養鱒場のヒアリング結果及び近隣河川における調査結果から、

Ｂ区間までに生息の可能性があることから検討対象とした。

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：正常流量検討の概要(２)
低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量の検討項目を設定

代表魚種の選定条件
（正常流量検討の手引き（案）より）
・瀬に産卵する魚種及び瀬に棲む魚種
・回遊魚等
・漁業対象魚種

上記に当てはまる魚種（対象魚種）の中で、移動の水
理条件が最も厳しい種を代表魚種とする。

代表魚種の選定

魚種からみた必要流量

月別の代表魚種の移動に必要な水深

代表魚種 時期 移動水深 検討箇所

アブラハヤ 通年 10cm 糸川Ｂ・Ｃ区間

ヨシノボリ類 通年 10cm 糸川Ｃ区間

ニホンウナギ 通年 10cm 全河川・Ｂ区間

アマゴ 通年 15cm 初川Ｂ区間

河川区分 検討断面 水深（cm） 最大必要流量（m3/s）

Ｂ区間 1.55km 10 0.06

Ｃ区間 2.49km 10 0.80

河川区分 検討断面 水深（cm） 最大必要流量（m3/s）

Ｂ区間 1.93km 15 0.16

■糸 川

■初 川

1.6k

0.1k

2.8k

0.1k

A区間

B区間

C区間
C区間

B区間

A区間

検討地点位置図

アブラハヤ

シマヨシノボリ

アマゴ

河川区分 検討断面 水深（cm） 最大必要流量（m3/s）

Ｂ区間 1.73km 10 0.45

■熱海和田川

アマゴ

0.1k

C区間

B区間

2.3k

■糸川

■初川

■熱海和田川

Ｂ区間 Ｃ区間■糸川

※ニホンウナギの生息範囲については、現地調査結果では河口部のみ生息が確認されたが、
水産技術研究所へのヒアリング及び近傍河川の調査結果と照らし合わせて生息範囲を設定した。
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（ c
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アブラハヤ・ヨシノボリ類

ニホンウナギ

項目別必要流量検討（動植物の生息又は生育地の状況）
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主要な景観を維持するために、河川の確保すべき水理条件を満足しうる流量を検討した。

A区間については、河口付近をはじめ下流域は観光客の目に留まるものの、感潮区間であり、

潮位の影響によって必要な水面幅が保たれているため検討対象外とした。

【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：正常流量検討の概要(３)

流量変化と河川景観の関係について定量的な知見が得られている流軸景（縦断方向の景観）を

対象に、見かけの川幅Bと水面幅Wが、W/B=0.2以上となる流量を算定した。

視点は、人目に触れる機会が多く安全に川を眺めることが出来る橋梁とした。

景観から見た
必要流量

低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量の検討項目を設定

検討地点の選定方針

①代表的な河川景観を得ることのできる場所

②人と河川の関わりの深い場所

③安全に河川風景を眺めることができる地点

11
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B区間

C区間
C区間

C区間

B区間

B区間

A区間

A区間

河口付近をはじめ下流
域は観光客の目に留ま
るものの、感潮区間で
あり、潮位の影響によっ
て必要な水面幅が保た
れているため検討対象
外とした。

来宮神社付近：0.95km
付近のバス停より河川
を眺めることができる。
また、糸川を背にオオク
スを眺めることから人が
目にする機会が多い。

熱海梅園：1.93km
園内に河川が流下して
おり、水面に近づくこと
ができる。

御成橋付近：0.30km
観光客の往来もあり目
につきやすい。また、桜
祭りの桜があることから
も人が目にする機会が
多い。

清水橋付近：0.30km
観光客の往来もあり目
につきやすい。

河川区分 検討断面 Ｗ/Ｂ 水深 見かけの川幅 見かけの水面幅 必要流量

の位置 （cm） Ｂ（m） Ｗ（m） （m3/s）

Ｂ区間 0.30km 0.2 6.0 5.6 1.2 0.024
Ｂ区間 0.95km 0.2 2.0 4.8 1.1 0.003

河川区分 検討断面 Ｗ/Ｂ 水深 見かけの川幅 見かけの水面幅 必要流量

の位置 （cm） Ｂ（m） Ｗ（m） （m3/s）

Ｂ区間 0.30km 0.2 3.0 9.7 2.3 0.020
Ｂ区間 1.93km 0.2 5.3 2.55 0.548 0.005

○糸 川

○初 川

河川区分 検討断面 Ｗ/Ｂ 水深 見かけの川幅 見かけの水面幅 必要流量

の位置 （cm） Ｂ（m） Ｗ（m） （m3/s）

Ｂ区間 0.17km 0.2 1.0 7.3 1.7 0.001

○熱海和田川

和田浜橋付近：0.17km
地域住民の往来もあり
目につきやすい。

項目別必要流量検討（景観）

糸川0.30km
（御成橋）

糸川0.95km
（来宮神社）

初川0.30km
（清水橋）

初川1.93km
（熱海梅園）

熱海和田川0.17km
（和田浜橋）



【静岡県】 糸川水系、初川水系、熱海和田川水系：正常流量検討の概要(４)
維持流量、取水、支川流入を考慮して正常流量を算定（参考値）

期間別維持流量

糸川、初川、熱海和田川水系では、通年で流量観測が行われておらず、流量が十分に把握できていないため

現段階において、正常流量は設定しない。

流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関しては、流水の占用、動植物の生息地または生育地の状

況、流水の清潔の保持、景観等の観点を踏まえ、適切に設定するものとする。

ま と め

【水利流量について】
糸川・初川・熱海和田川は、かんがい利用の取水は無く、

その他利用の取水がある糸川・初川においても、取水箇所

と還元箇所が同じため、減水区間が存在しないため、水利

流量は設定しない。

○ 糸川
Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

0.00～0.10km 0.10～1.60km 1.60～2.90km
感潮区間 順流区間 順流区間

- 1.55km 2.49km

- 0.30km -
- 0.024 -

0.06（魚類） 0.80（魚類）

2 景観

-通年

区間別
維持流量

通年 -

必要流量

0.06 0.80

検討地点

項目 期間等

検討地点

必
要
流
量

1
動植物の生育地又
は生育地の状況

Ｂ区間 Ｃ区間A区間

感潮区間

発電用水

取水・還元

H28.3月末まで

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

0 1 2 3

維
持

流
量

（ m
3
/
s）

距離（km）

区間別維持流量

動植物の生息地又は生育地

の状況

景観

※平成28年2月1日時点

Ｂ区間 Ｃ区間A区間

感潮区間

人工滝取水・還元

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0 1 2 3 4

維
持

流
量

（
m

3
/
s）

距離（km）

区間別必要流量

動植物の生息地又は生育地の状況

景観

○ 初川
Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

0.00～0.10km 0.1～2.76km 2.76～4.05km
感潮区間 順流区間 順流区間

- 1.93km -

- 0.30km -
- 0.020 -

項目 期間等

1
動植物の生育地又
は生育地の状況

検討地点

必
要
流
量

-通年

2 景観

区間別
維持流量

- -

検討地点
必要流量

0.16（魚類）通年

-0.16

○ 熱海和田川
Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

0.00～0.10km 0.1～2.26km 2.26～3.55km
感潮区間 順流区間 順流区間

- 1.73km -

- 0.17km -
- 0.001 -

区間別
維持流量

- -通年 0.45（魚類）

- -

2 景観
検討地点
必要流量

通年 0.45

項目 期間等

1
動植物の生育地又
は生育地の状況

検討地点

必
要
流
量

Ｂ区間 Ｃ区間A区間

感潮区間

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0 1 2 3
維

持
流

量
（
m

3
/
s）

距離（km）

区間別必要流量

動植物の生息地又は生育地の状況

景観

維持流量の検討結果
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初川維持流量縦断図

熱海和田川維持流量縦断図

糸川維持流量縦断図

河川 検討断面の位置 断面積（ｍ2） 平均流速（ｍ/ｓ） 流量（ｍ3/ｓ）

糸川 1.55km 0.53 0.19 0.10

初川 1.93km 0.56 0.19 0.20

熱海和田川 1.73km 0.14 0.33 0.05以下

【参考】現況流量（観測日：H26.12.5）




